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(題字は初代学長 山田守英氏)
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"ア ム ス テル タムの石 畳"

化 学 教授 中 村 正 雄

昨年(1997)の 夏 、学術振興 会の派遣事業で滞在

したアムステ ルダムの生 活を書 きましょ')、

受 け人れ先のアムステル ダム大学 、E.0.ス レー

ター一研究所のW博 .Lは 数年前迄 面識の ない私の20年

来の知人で した。それは私の研究分野 と彼の分野が、

私の研究の スター ト以来いつ も近い位揖にあった為

です 、,彼が不意に私の所 を訪れることになったのは、

私が旭川 に赴任 して間 もない3年 前の初冬の頃です。

京都で開かれた 日本一オランダ間の共同研 究 グルー

プの会議に出席の折 、"君 の所 を尋 ねた い。"とW

か ら連絡があ りま した。殆ん ど同 じ世代 であった為

か 、す ぐに彼 と打 ちとけ ま した。驚 ろいたこ とにW

と私 はすでに何 人かの共通の知人を持ってい ました。

私のかっての留学先 にWは 共 同研究 の為 に数週間滞

在 していた こと。私が/1同 研究 を希望 していた ロー

マ第2大 学 の研 究室 に彼 は'卜年ほ ど滞在 し、私の友

人達 とす でに知 り合っていま した。Wと 一緒 に仕 事

をす るの も悪 くない と思 いま した。

ア ムステル ダムに到着す る直前 に 蹉ち寄 った イタ

リアは日射 しの強い乾 いた夏で 、友人は研 究の打 ち

合 わせ よ りは週 末の旅行が話の中心 で した。一転 し

てアムステ ルダムは小雨の降 る肌寒い天気 です 。W

の研究室のIIの 出迎 えで 、我が家のアムステル ダム

の生活が始 ま りましたOア パ ー トは中央駅 か ら2-

3分 、観 光客相 手の歓楽街 と背中合わせ の位置,,ア

パー トか らWの 研究室 はニューマル ク ト広場(こ こ

に レンブラ ン トが描いた"テ ユルプ博士の解剖学講

義"の 舞台 となった建物 があ ります 。)を 経 て歩 い

て20分 の距離です。毎 朝、運河沿 いの石畳の歩道 を

路 上生活者 と犬の汚物 、それに自転者の疾走 に注意

しなが ら繁華街 を抜 ける とレンガ造 りの住宅街に辿

り着 きます。こ こには市電の路線 に沿 って カフェ、

デ リカテ ッセ ン、 タバ コ屋、革細工の商店な どがあ

ります。研究所の近 くには植物園 と動物 園があ り、

入 り組 んだ街並の問 を楽 しみ なが ら歩 き始めたころ

はアムステルダムには珍 しい暑い夏の始 まりで した、、

Wの 研究室での什事は まず実験 に使 う変 った酵素

を海藻 か ら精製す ることです。Wの 論文では北極海

附近に成育す る海藻のなかにハロゲ ン化有機化合物

を光合成 と共 に産生する種 があ り、これが白夜 明け

にみ られる北極 附近のオゾ ン層の後退 と関係 してい

る との ことです、、Wの 試算 ではこれ らの海藻が年間

産生す るハ ロゲ ン化 有機化n物 の量は、人間活動で

大気中 に放出 される量 を越 えるとの ことですC,酵 素

の精製 はIIの 指導 で1週 間で完rし ま した、,冷房の

効いた実験室 か ら、運河が夏の陽 にキ ラキラ光るの

が良 く見え ます。すで に休暇 を終え研 究室へ戻 った

学生 と ・緒 に同 じ部屋で実験 を しま した、,彼はロッ

クが好 きで私 に気 にならないか尋ね、ラ ジカセのボ

リュームを上 げて実験 を します。Wは 彼 と打 ち合わ

せ の為 に実験室 に人 ると、まずスイッチ を切 ります。

やがてWが 出て行 くと、彼は再 びテープを回 しこれ

に合 わせ て歌い ます,,新 しい環境で研究 をスター ト

す る時 に必要 なことは、 自分 に必要 な実験器 具、測

定機 を どうすれば容易に使川で きるかがポ イン トな

のは言 うまで もない ことです。物お じせずに 自分の

希望 を伝 えない とさっぱ り仕事が進 まないこ とにな

ります。その点、この研究所で 出会った スタッフ、

事務の方達は私が困った時 を察知 している ように手

を借 して くれ ます,,

昼休みに食事が て ら行 った ワル トハ イム公 園が研

究所 の近 くにあ ります。運河沿いの芝生 に若 い男女

が 日光浴 を しています。庭園の隅に割 れた厚い グラ

スを素材 とした記念碑 があ ります,,こ のあた りは第

2次 大戦前 にユ ダヤ 人達の街が あ り、ここか ら拉致

されついに戻 らなか った彼等へ の追悼のri葉 が碑 に

述べ られてい ます、,

自分の為 に自由 に使 える時 間は次第 に至福の時 と

思 えるようになって来ま した。今度 、そんな時間を

手 に入れ ることがで きるのはいつの ことか、石畳の

道 を歩 きなが ら思 い ました()



私 の 卒 後10年

私 は昭和63年 に旭川医科大学 を卒業 したU今 年 は

卒業後11年llで ある ・まる10年 が過 ぎたことになる。

この10年 間、今思 うとあ っとい う間に過 ぎたよ うに

感 じる。 しか し、 さすが に10年 である、,平均寿命の

約8分 の1に 相 当す る。思い起 こせ ば色 々なことが

あった。なぜ私 に 「か ぐらおか」へ の掲載依頼が き

たのだろ う,,こ れを機会に この10年 間を振 り返 って

みた。

現在私 は卒後11年 目であるが、医者 としては10年

目である、,私は卒業 した年の医師国家試験 に合格 で

きなかった,,1年 間国試浪人を したのであ る、,初対

面の先生 と話 しをする時、医者 になって何年 目か聞

かれることがあ る。旭 川医大 に関係のある場 合は、

同 じような意味で何期生か と聞かれ る。私は10期 生

として人学 し卒業 した。1年 間国試浪人 したため、

医者になったのは11期 生 と同 じ年である。 しか し、

11期 生 と一緒 に学 んだことは ない。何期生 と聞 かれ

た ときは 「10期卒、11期 相"i」 と答えるこ とに して

いる、,他に も色 々な理由で、 自分 が何期生 なのか答

えに迷 う先生 もいると思 う。

昭和63年 の旭川医大の国家試験合格率 は、例年 と

比べ低 かったと記憶 している,,国 試 に落 ちた ものた

ちが集 まり、基礎 臨床棟7階 のカ ンファレンスルー

ムで勉 強会を した、,国試に落ちた ものだけ とい うの

は、安心 なような心細 い ような妙 な感 じであった、,

浪人中前半の'1'-Tは 集 まって も、皆あ ま り気合 いが

入 らなか った。勉 強会に集 まった はずが、天気 の良

い 日はテニス を していた。平 日の 日中におば さん軍

団 とテニ スコー トの取 り合 いを していた。おば さん

達は 「いい若い もんが仕事 も しないで」 と思 ってい

たに違い ない。後,4,,のi=年、特に12月 頃か らは尻 に

火がついた。 さすが に真 面目に勉 強 した。大学受験

の時以上 に真剣 だった。今 までの人生で一・番勉強 し

た時期か も しれない。医者 になってか らは真 面 口に

勉強 していないこ とがバ レて しまったか。翌年の試

第10期生 石 谷 敬 之

験で何 とか医師免許 を手にする ことが で きた。

学生の頃、私は外科系 を志望 していた,,大 学6年

生の頃、今 後何科 を専攻 するか第2外 科 と産婦 人科

とで迷 った時期 があった。産婦 人科の方が対象臓器

が少ない分 、私 の ような頭 の悪 い もの で もや ってい

けそ うな気 が して産婦 人科 を選 んだ。今 考えると産

婦 人科 の諸先翠 に対 して失礼で あった。

平 成元 年に産婦 人科 に入局 したのは私 を含め3人

であった。私 は大学で1年 間卒後研修 を受 けた。医

学 の知識 はある程度あ ったが、医療 を行 うには全 く

の素人であ った。諸先輩 、看護婦 さん、患者 さんに

はご迷惑 をおかけ した。本当に皆 さんにお世話になっ

た。医 者と しての最初 の基礎 はここで学んt,

'i時 私は雑務 の多 さに閉口 していた。そのため 、

大学か ら離れ られる子宮癌のバ ス検 診での地方遠征

が楽 しみであった。検診の合間 に旭 川 ガン検診セ ン

ターの方々 とゴルフな どをして楽 しんだ。大学に戻 っ

た ら例の雑務が 山積み になってい ることを忘 れてO

当時の私 は未熟で あった。仕事の意味 を1'分 理解 で

きなかった。本 当は重要 な仕事 を雑務だ と思 ってい

た。未だに雑務が 多い と思 ってい る私は まだ まだ未

熟 なのか、、

その後私 は 日鋼記念病院 に1年 半、国立札幌病 院

に2年 半 、市 、Z十別総合病院に1年 、 日鋼 記念病 院

に1年 、癌研 究会付 属病院に2年 間勤務 した。そ し

て8年 ぶ りに大学 に戻 った。 この間各病 院で多 くの

方 にお世話 になった。色々なこ とを経験 し学 んだ。

私 を指導 して下 さった先生方 に感謝 している,,ま た、,

こうい う機会 を与 えて下 さった石川睦 男教授 に感謝

してい る。

この10年 間、私は産婦 人科医 として私 よ り年期の

若い先生 と一緒 に仕事 をす ることが ほとん どなか っ

た。大学 では毎年新 人の先生が入 って くる、,これか

らはそ ういった若 い先生 との接 し方 も考 えたい。

(産科婦 人科)
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鱗 蝉 無 を終えて]

医学科第3学 年 鶴 岡 美穂

医学 部に入学す る数年 前、両親か ら献体 について

相談を受 けたこ とがあ る。死後に献体 をしたいので、

書類 にサ インして欲 しい との ことだった,,そ こには、

私がそれ以 前には考 えた ことのない フ ィール ドが、

横 たわってい た、,いろい ろと考えた末、本人達 の意

志 な らば と思 い、同意 を した事 を記憶 している。そ

の後、彼 らは自菊会 とい う、自ら死後献体 となる意

思表明を した人々の集 まる組織 に人会 した。それ以

降 、その会か ら定期的 に会報が送 られ、集い等 のお

誘いがあ り、献体 を希望 された 方々の気持 ちに接す

る機 会に恵 まれた、,死後の 自身の在 り方に まで、深

慮 を持 ち計画 されて生 きる生 き方に 、私は、当時大

き く影響 を受 けた気がす る。

月口が過 ぎて、今度 は私 自身に、御遺体 か ら直接

学ぶ機 会が与 え られ た。実習着に着替え、靴 を履 き
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替え、 ドアを開 けると、毎回必ず 身の引 き締 まる思

いが した。百名強の学ノk達が、それぞれの思いを持っ

て実習 に臨 んだと思 う。実習室 には、 目にみえない

けれ ど、連帯感があ った ような気がす る。理由は人

によ り様 々であろ うが、将来 医師 と して医療 に携 わ

りたい気持 ち。その 日の終 わ りに御遺体に向かい黙

とうす る,,そ れは白菊 会で出会った 方々の顔 が問い

掛 けて くる厳 しい反省の時で もあ った。 こう して、

4月 か ら6月 までのほぼ毎 日、御遺体 と共同実習 者

であ った 七山右 と長山君 に助 け られ なが ら、私 は貴

重な 日々を驚 くような速 さで過 ご し去 ったc,学 ぶべ

き事の多 さに圧倒 されなが らも、私流 にいろいろ と

吸収 して、 なん とか無事 に終 わる事 がで きたので は

ないか と思 っている今Hこ の 頃であ る、、

医学部6年 教 育制 において、3年 生 とい う折 り返

し時期の今、改 めてモチベ ーシ ョンを刷新 し高めて、

後 半に臨みたい と思 う、,最後に、故人 ・御遺族の方々

並 びに教 官方に、感謝 の意 を表 したい と思 い ます。

あ りが とうござい ました。
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解 馨

医学科第3学 年 中村 明枝

まだ 、春休 み気分 の抜 け きらない4月 の 中旬 に、

私達は初めて実習室 で御遺体 を前に して いた。解剖

実習 といえば、医学 部の授業 として一番最初 に思い

つ くものであ り、「やっ とこの時が きた」 とい う意

気込み を持 って解 剖実習 の初 日を迎 えた。 しか し、

実際 に御遺体 を前 にする と、「これ か ら自分 と同 じ

人問の解剖 をしなければな らないのか」 とい う不安

が よ ぎった。だが、献体 を して下 さった 方の意思に

も反 しない よう、多 くのこ とを学 ぼうと決意 を新た

に したのだ った。

それか らの2ケ 月半 に渡 り続いた解剖実習は正直、

今 まで にないほ ど忙 しくつ らい 日々だった。しか し、

それ と同時に今 までにない ほ ど充実 した 日々だ った

とも一;える、,毎日毎 日実習で学ぶ ことは 、決 して教

科書 を読んだだけで は理解で きない ものであ り、人
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の体の構 造の複雑 さには驚 きの連続 だった。今か ら

思えば、解剖実習 の2ケ 月半 はあっ とい う間に過 ぎ

てい き、限 られた時間の 中で 、全ての ものを観察す

ることはで きなかったが 、で きる限 りのこ とをや っ

た と満足 している,、

9月 に行われた慰霊祭 には 、献体 して下 さった 方

の御家族 が多数 い らしてお り、献体 して下 さった方

も、私達 の知 らない人生 を送 って こられたのだ と改

めて実感 した。 そ して 、肉体 は 「死」をむかえて も、

医療 の発展 を望 む 「心」は生 き続 けてお り、その意

志 を解剖 を した私達、学生に託 していったのだ と感

じたc,私 達 は献体 して下 さった方の解 剖を させてい

ただいただけで はな く、その ような意志 も受け継い

だのだ とい うことに気付 いた。今は まだ未熟 な医学

生 で、・一人前の医師に なるには多 くの人達 に支え ら

れて、多 くの ことを学 ばなければな らない。だが、

これか らも決 してその人達の意志 を忘れず に、立派

な医師 を 目指そ うと決意 を新 たに したのだ った、,

一一一一一一一一一一一 一 一一一一一一 一 一1

解 剖 体 慰 霊 弐

平成10年 度解 剖体慰霊式が9月16日(水)'「 後1

時30分 か ら本学体育館 において執 り行 われ ま した,

本年度の対象御遺体は 、系統 解剖33名 、病理解剖

45名 、法医解剖71名 で、慰霊式 においては、諸霊 の

御霊 に対 しご冥福 をお祈 りするため黙 とうが行われ、

引 き続 き久保学長 と学生代 表(医 学科 第3学 年鶴 岡

美穂)か ら追悼 の辞が述べ られ ま した。

その後 、御遺族 と御来賓の方々及び教職貝 、学生

の代表か ら献花が捧げ られ 、亡 くな られた方 々の御

遺徳 を偲 びご冥福 を祈念 しま した,,(庶 務課)
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看護学科第1学 年 石山 桃子

旭川医科大学弓道部は昭和49年4月1日 に、2期

生の近藤先生、大崎先生、森川先生 らの活動により

発足 しました。部創設以来、師範の萬上義盛先生に

は、部の発展 と部員の指導に御尽力頂 きました。当

時の顧問は黒島先生でありましたが、今は吉田先生

にお世話になっております。

発足当初は道場 もなく、旭川の弓道場 を点々とし

練習をする日々だったようです。 しか し昭和56年 に

道場が新設されて以来、部員数も増え、成績 も年々

向上 しています。最近の成績では、東医体3年 連続

ベス ト3位 の他、女子個人では4年 の油川さんが優

勝、選手権では4年 の黒澤さんが個人戦6位 、新人

戦は2年 の橘 さんが4位 、そして争覇戦においては

女子は四部リーグで例年になく健闘 し、男子は二部

リーグ昇格 とかなりの好成績を修めています。また、

各種の市民大会に出場 しては優勝 したいと、積極的

に活動 しています。

練習は通常週4回 、夕方5時 から公式練習である

競射が始 まり、その後は自主練 という形になってい

ます。熱心な人は夜10時 頃まで練習 し、時々朝が休

日など暇を見つけては道場に引きにきています。

弓道部の特徴 としては、他大学 との対抗戦が多い

ことが挙げられます。そ して、試合後には互いに交

流を深め合うわけですが、これは非常に楽 しく、部

員同士の間で後々まで語 られる程です。また、夏は

焼肉 ・海 ・キャンプなどイベ ントが盛 りだくさんな

のも楽 しみの一つです。

このように弓道部は明るい雰囲気の中、11月前半

まで 日々熱心に練習 しています。

最後になりましたが、毎年多大な援助 をして下さ

るOBの 先生方にお礼を申し上げます。これからも

我々弓道部は、向上心を忘れず、技と精神の鍛練に

励んでいきたいと思っております。

[===二====二=一_ 一
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日
口 区立

口

合唱部部長 田代 直彦

私たち合唱部 は、歌 を歌 うことをこよな く愛する

人 々によって昭和60年4月1日 に創設 され ま した。

さらにそれだけで は飽 きた らず その歌声 を是非 とも

皆 さんに聴 いていただ きたい とい う心か ら、サマー

コンサー ト、音楽の夕べ、 クリスマスコンサー トと

年3回 の コンサ ー トを開いてお り、サマ ーコンサー

ト、クリスマス コンサ ー トは今年 で12回 目を迎 えま

す 。今年は新入 部員が21人 と例年 に比 して多 く、サ

マーコンサー トでは40人 を上回る とい う合唱部創設

以来の人数 とな りました。

合唱の練 習は昼休み週2回 、平 日放課後1回 、土

曜 日1回 に行 っています。学年が上がるにつれ講義

や実習が忙 しくなる中、また部員 のほ とん どが他の

運動系 または文化系 の部活やサークル と掛 け持 ち し

てお りその忙 しい合 間を縫 って音取 りを した り、合

唱練習 した りしています。特に夏は多 くの運動系部

活にとって試合のシーズンに当たるため、なかなか

練習に参加で きなかった りして一つの曲を作 り上げ

るのにも一苦労といったところです。

また部員の多 くは 「小学校から高校での音楽の時

間以外、ピアノやヴァイオリン、声楽のような専門

的に音楽をやったことがない。」 とい う人がほ とん

どを占めています。 とりあえず歌を歌いたいという

人が集まっているのです。このような歌を歌いたい

という純粋な気持ちをくみ取っていただいて協力 し

て くださっている学校 ・病院関係者の方々、お忙 し

い中歌 を指導 してくださっている先生、並びに顧問

の小川勝洋先生(病 理学第一講座教授)に 感謝する

とともに、13年前に先輩方の築かれたこの合唱部の

精神 を汚す ことなく活動 してい き、またこれからも

先もそうであることを願ってお ります。
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私は1993年 に初めてa本 に きました。そのと きは、 ア シア以外 の 国か

らの留学生は;i人 お りよしたか、その時の入た ちはオベ て帰 国 し、 こん

どは私が旭川1矢人にさよな らを告げる時がきま した。 こ ちらでの 研究 生

iに 大変満足 してお ります、 またこちらで私 に研 究 を許 して くだ さった

小野 幸 教授 は じめ文部省に厚 く御礼申 し上 げ ま協 。 こ こで得 た知識 を
タンザニアにかえってか ら生か したいと考えています.

どの発展社 会において も教fTは 最 も基本的 な 手段 で あ ると思 って い ま
.凱
、したがって、い わゆる発展途上国の人々に とって教 育 の機 会 を与え

る事はその社 会 ・絹 斉状況を変える最も重要 な アプ ローチ とな る と思 い

ま』す,、口本滞在 中に私は、 日本人科学 者によっ て享受 され てい る研究 の

蜷か さに驚か され ま した、た とえば研 究室 にあ る最新 の設 備 、器 械 そ し
て最新の本や雑誌 などで圃。その ような機 会の な い私の 国で は、 帰 国 し

てか らはその研究活動は限定 された ものになる と思 い ます。 帰 って か ら

その国の科学者 を育て.研 究が出来るように悌 る事 は 、奨学 金制 度のB

的の1つ であると思 ってお りまヨか、大変良 いことだと思って お ります.

旭川医/:に 在学 中に私は.学 問の分野はか りで な くそ の外 のこ とで も小

野教授に大変 お1"話 になりました,,彼 は、私の研究環境 を作っ て ト'さり、

始めの頃はや りたい研究を制限な しで自由にや らせ て下 さい ま した,、こ
の ことで私はずいぶん元気付 け られ、そ して基礎 科学者 と して基礎 技術

を身につけて日本 を離れる 事が出来 ます。 また私 の研究 に 関連す る学 会

に何度か出席す る事 も出来 ました。そこで 、私 は研究 を計画す る ときに 、

それ をどのように組み 」kて完成 させるかを新 たに学 び ま しだ,ま た以前

本学におられ.現 在は岩手医大に移動 されよ した佐藤 洋 ・教授 には本 当
に多 くの研究 を教 えていただ きました.1996年1997年 に は佐藤 教授 の

研究室で6ケ11間 細胞内カル シウムの動態 につ いて学 び ま した.盛 岡に

滞有中には、年末に彼の両親の家をAhね 、その 時 に、 日本 人が どの よ う

に新年を祝 うかを知 る事が出来 ました。私 は、経済 発展に もか かわ らず 、

日本 人がrl分 たちの文化を忘れていないという印 象を受 け ま した.ケ ン
ザ∴アでは、人々はより高い社会 ・縛 済的地位 を得 る と、 自国の 文化 を

無視9弓る傾向があ りよ寸,,よ た解 剖学 第 一講座 の石 川 ・志 先生 、 大森行

雄先生、佐々木孝志 、羽沢和美技fい ろいろ とお 世話 にな りま した厚 く

御礼申LLげ ます,,ま た分r生 物学 とその神 経再 生研究 へ の応川 につ い

て学ぶ機会を与えて下 さ'った木山博資教授 に心 よ り御礼申 し上げ ポ弓、

研究室以外 では、第二内科の牧野勲教授 には1997年4月 に私の 父か 亡

くなった峙に.い ろい ろと励 ましていただきま した 、厚 く御 礼 申 し トげ

よ'凱,よ た冤顕室の宮川清志技 官にはいろい ろ な技 術 的援助 を受 け よ し

た 、有難うごsい よ した.学 生課の竹川定好 事務 官に はい ろい ろ とおlu.

、II「にな りました、またハ レーボールチームに参加 させ てい ただ き有難 う
ござい ました、、

最後に もう 一度 、1】本政府 と国際共同の精 神 を示 された 日本の 皆様 に

厚 く御礼申 し トげよす1,発 展途r国 に対す る助 けnい の精神 が 日 本にあ

り続けることを心 よ り析∴・てお ります。

公 開 講 座 実施 され る

平成10年 度本学公 開講座が 『知 ってお きたい腎臓

の働 きと病気』 をテーマ に10月6日(火)か ら10月

27日(火)ま での実7日 間、ニュー北海ホテ ルにお

いて開催 され ました。

年 々増加 の傾 向にある腎臓病 を本学のar任 教官等

が各 自の専 門分野 か らスライ ドを使い なが ら受講者

に分 りやす く解説 し、個 々の健康管理 に役立てて欲

しい と願 う熱気が伝 わって きました。

今回のプラ ンナー として、獅 ア奮迅の ご活躍 をい

ただ きま した八竹教授 をは じめ関係教職 員に心か ら

感謝 申 し上 げ ます 。(学 生課)

J

研 究 肇1紹 が介、

生化学第二講座 鈴木 裕

本講座 は昭和52年 、金沢徹教授の就任 によって開

講 された。講座 の現構 成 メンバーは金沢徹(教 授)、

鈴木裕(助 教授)、 大保 貴嗣(助 手)、 山崎和生(助

手)、 坪山淳f(事 務官)で あ る。大 学院生 で あ っ

た斎野朝幸 は博.L号 取得後、本年4月 岩 手医科人学

解剖学第2講 座 に助手 と して赴任 した。

細胞膜 や細胞 内膜系 には種 々の イオ ンポ ンプが存

在 していて、細胞の イオン環境 を保 ち細胞が正常 な

機能 を営 む上 で必須 の役割 を果 た してい る。 本講

座の研究対象は、ATPを エ ネルギー源 と して カチ

オ ンを輸 送す る カチ オ ンポ ンプ(Ca21ポ ン プ 、

Na'/K'ポ ンプ、H+/K+ポ ンプ等)で ある。 これ ら

ポ ンプ蛋自の分子構造が どの ように機能 して輸送 を

引 き起 こすかを理解 し、 さらにポ ンプの構造 と機能

のいか なる異常 が生体機能の障害を もた らすか を知

るこ とが本講座 の研究 目的である、,従来 よ り行 なっ

て きた蛋白質化学 的、速度論 的、 また分光学的、物

理化学的千法等 による解析 に加 え、現在で は分子生

物学 的および遺伝 ∫⊥二学的手法 を駆使 して、輸送の

分子機構お よび細胞 にお けるポ ンプ蛋白発現 につい

ての解析 を進めて いる。

講義 では"生 化学第二"を 担,yし ている、,生体 は

自らが用 いる形のエ ネルギーや 自らを構 築す る物 質

をいかに して環境か ら取 り入れ形成す るか 、これ ら

代謝の どのよ うな異常が どの ような病態 をもた らす

か、等 につ いて講義 してい る。多 くの研 究の蓄積 か

ら組 みLげ られた体系のす ばら しさ、生体の妙 を感

じ理解 して もらうよ う努めてい る。生化学 について、

また本講座 の研究 につい て興味や疑間質悶のある方

は どうぞ気軽 に当講座 をお訪ね くだ さい,,
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。卜 報

第2学 年学生 森 登志郎君が、

病気療養中のところ平成10年8月

27日急逝 されました。

森君は、大阪府立旭高等学校卒

業後 、北海道大学 に入学 、同大獣医学部 を卒 業

し、医学 を志 し本学 に人学 、熱心 に勉学 に励 ん

でいたが 、志 半ばで不帰 の人 とな りました。

ここに謹んで森君 の御冥福 をお祈 りいた しま

す 。(学 生課)

教 官 の 移 動
辞 職H10.9,30麻 酔・蘇生学 助教授 久保 田宗 宏

昇 任H10.10.1薬 理 学 教 授 牛 首 文隆

採 用H10.11.1耳 鼻咽喉科学 〃 原渕 保 明

麻酔・蘇牛学 〃 岩山奇 寛

体 畜 大会 実施 され る

〃

昇 任

〃

採 用

ク

〃

〃

〃

公衆衛牛学 〃 羽田 明

生理学第二 助教授 高草木 薫

英 語 〃 室松 慶 了・

毎 年恒例の学生 主催 による体育大会が9月9日(水)

にサ ッカー ・綱引 き等6種lIが 実施 された。

当 日は昨夜来の雨が少 し残 っていたが 、学年の名

誉 をかけ、お互い叱咤激励 し合 い各種 目で熱戦が繰

り広 げ られ1日 中歓声があがっていた。

なお、総合優 勝は(医)第5学 年 、2位(医)第2学

年、、(学 生課)
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仙人が教えて くれたこと

春は 「緑のそよ風いい[だ ね、蝶々もひらひら豆の花…」
と車で鼻歌交 じりで飛び回わり、冬は防寒具に身を包み、

雪の降る町をとぽとぽ歩き回っていた新米保健婦の頃の
ことである、,

私は、経験豊富な3人 の保健婦が駐在するK町(当 時
の人ll約8,000人)に 就職 した、,先輩保健婦は、町の人々

の健康牛活に責任を持つという立場から、健康に関する

啓蒙 ・相談はもとより、t供 の進路など各種相談 に昼夜
をわかたず熱心に応 じていた。私は新米ということで役

場勤務であったが、時には担当地域 に駐在する日もあっ
た、,すると仕事が終わった夕刻、その地域の人々が注射

液を持参して 「沖射をして欲 しい」「足をケガしたので診
て欲しい」「病院から薬をもって来て欲しい」などと押 し

かけて来たのには驚いてしまったnま た、先輩保健婦や

役場の福祉担当者が、住民 一人 一人をきめ細やかに見守
り、献身的に支援 している姿に感動 したものである。特
に、先輩保健婦には 「看護の心」を、そ して長年福祉行

政に従事 していた役場の福祉担当者か らは 「福祉の心」

を教わった。K町 では、私のこれ までの生涯で忘れられ
ない出来事があった、,

長年勤務した職場を無事定年退職 したAさ んは、こと
もあろうに退職金を全部賭け事に使い果た して しまった
のである、,Aさ んは家族に申し訳ないと言って、遠 く人

里離れ幾重にも連なったlh奥の古い飯場小屋で隠遁生活

を始めたOそ の為、私 たちはAさ んの こ とを 「仙 人」 と

呼んでいたuAさ んは残雪の時期になる とソリをり1いて 、

塩や米な ど日川品の買い出 しにlllか ら ドりて来 ていた。

地域の 人々は こぞってAさ んに街 に戻 って 来る ように呼

びかけたが、Aさ んは頑迷 に拒 み続 け 自分の意志 をつ ら

ぬ きとお した、,この町で はAさ ん だけが結 核検 診 な どの

各種検 診に来 られなか ったため、そ の地域 の検 診率 は残

念なが ら99%で あ った。検診率100%に 達 しない ことよ り

もAさ んの健康 を常 に案 じていた駐 在保 健婦 は 、Aさ ん

の住 むlllに 向 かって毎 日 「どうか今 日 ・日Aさ んが無 事

であ ります ように」 と合掌 していたnま た 、役場 の福#d.

担 当 者は地域 の小学校の教師 と一緒 に春 と冬 、Aさ んの

生活が心 配ではるばる隠遁の地 まで 出かけて 行 った。 冬

はスキーでの訪問であ るn私 も 一度 同行す る よ う誘 われ

たが何 かの都合で応 じられ なかった こ とが 、今 で も悔 や

まれてな らない。その福祉 担当者か らAさ んの様 子 を詳

しく教 えて もらい安堵の胸 を撫 で下 ろ した ものだ.,様f

を聴 くと玄関 の戸 は無 く、莚1枚 、電 気や ランプ も無 く

太陽 と共 に生活 し、室内は暗 く囲炉 裏で暖 をと り食事 を

作 っているという、,熊が出没するた め長 い棒 の 先に 出刃

包 」'をくくり付けて 、い ざとい う時 に備 えて い る、,戸外

には穴が掘 られてあ り病気 になった時 には、 そ の穴 に転

が り込んで死ぬの だとい う等 々…Vそ こには 、Aさ んの

家族 ばか りで はな く保健婦 、福祉担 当 者 、小学校 の教 師

な どが、自分 たちの問題 と して彼 方 の由 中にひ っそ りと

住 むAさ んの身のLを 案 じ熱心 に見守 る人々がいた,,

今 日の 高齢杜会では 「個 人が 人 としての尊厳 をもって、

家庭 や地域の 中で 自らの意志 に基 づ いてそ の人 ら しい生

活が送れ るように支える」 とい う、至極 当然 な こ とが盛

んにいわれてい る。尊い人命や生活 を支え るため に、行

政や職域の枠 を越 えみんなが腕 を組 んで真剣 に対処 す る

こ との大切 さを、Aさ んは命を賭 して教 えて くれ た よ う

に思 うn誰 もが安心 して老 い、暮 ら してい ける町づ くり

を、これか らも問い続 けてい きたい。
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